
『記録と史料』第22号をお届けします。編

集・出版委員会から広報・広聴委員会へと移

行して 3年目 (2期日)。今号は、寒川文書

館を事務局に編集を行った最初の号となりま

す。

さて、今号は「東日本大震災と記録資料J
「公文書管理法の施行」と題する特集を、

各々 3本合わせて6本の原稿で組むことがで

きました。東日本大震災と公文書管理法施行

への対応は、全史料協の活動の真価が問われ

る大きな問題です。幸いにそれぞれのお立場

から巻頭を飾るにふさわしい原稿を頂戴しま

した。また、 震災への対応については、資料

ふあいるに、 「東日本大震災における機関会

員の安否確認情報」を転載しています。まず

は、ご一読ください。その上で、全史料協の

会員としてこの二つの問題に対して、何がで

きるか、どう連携していくかを考えるヒント

にしていただけたら幸いです。

研究には、 2本の論考を掲載することがで

きました。 1地方分権時代の文書管理Jと題

する清水論考は、 評価選別の「見える化」に

対する試論を展開されています。引き続いて

の研究を期待 したいところです。 1学校統廃

合と学校アーカイブズの保存」と題する山本

論考は、学校を取り巻く現状分析から今後の

管理のあり方まで新潟県を事例に論を展開さ
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れました。学校が所蔵する資料についての論

考として、大いに評価したい論考です。

アーキビストの眼には、調査・研究委員会

主催によるセミナーの概要報告、毛塚氏の国

際シンポジウム参加記を投稿いただきまし

た。世界の窓の2本を含めて、全史料協の活

動の 「広がりJという点で本号にふくらみを

持たせました。

アーカイブズネ ットワークは4本、 書評と

紹介は3本となりましたが、ご無理を申し上

げた執筆者がおられます。この場を借りてお

礼申し上げます。

刊行物情報はスタイ ルを変えて見やすく

なったことと思います。ただ、内容の充実は

会員諸氏からの情報によ ります。次号では未

掲載の館がないように編集をしていきたいと

思いますので、ご協力をお願いします。
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